










（１）　施設整備計画

（２）スケジュール

計画箇所進捗状況（12月現在）

(株)市民タイムス撮影

１ 施設整備計画の概要

２ 今年度の目標と取組状況

３ プロジェクトの推進体制

産学官連携の連携によるプロジェクト推進体制

【信州F・POWERプロジェクト推進戦略会議】

（座長：東大井上準教授、他信大、征矢野建材㈱、国有林、塩尻市、県で構成）

プロジェクト全体の課題・方向性を検討

【安定供給検討委員会】

（座長：信大農植木教授、他県木連、県森連、納材協会、素材生産事業者、征矢野建材㈱等で構成）

安定供給体制（サプライチェーンセンター）の構築に向けた課題・方向性、運材システム、未利用材

搬出システム等を検討

【施設整備委員会】

（座長：東大 井上准教授、他 公的試験研究機関、自治体、征矢野建材㈱関連企業 等の有識者で構成）

木材加工コストシミュレーション、乾燥技術の構築、販路の確保・開拓、新規製品の開発等を検討

【信州しおじり木質バイオマス推進協議会】

（会長：塩尻市小口市長、発電・熱利用部会長：信大工 天野教授他、農林業関係団体、銀行、地元区等で構成）

H27 H28

用地造成

原木の安定供給体制

木材加工施設

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電

熱利用施設整備

項目・年度 H24 H25 H26

合計 10,894,982 2,858,315 632,500

発電施設 ボイラ､発電施設等 4,200,000 750,000 -

木質ﾁｯﾌﾟ
製造施設

ﾁｯﾊﾟｰ、ﾁｯﾌﾟ保管庫、ﾁｯﾌﾟﾔｰﾄﾞ等 1,532,520 - 632,500

-

用地造成 735,000 - -

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ
発電施設

①　発電規模　10MW/h
②　原木利用量　18万m3
(製材端材7.5万m3　未利用材10.5万m3）

5,732,520 750,000 -

（単位：千円）

区分 内容（特徴） 事業費（千円）
H25.6月補正予

算
H26当初予算

木材加工施設
①原木利用量：10万m3
②樹種：ｱｶﾏﾂ、広葉樹、ｶﾗﾏﾂ等

5,162,462 2,108,315

製材施設
貯木場、選木機、剥皮機、製材機、乾燥
機、製品加工機、管理棟、作業用建物、
製品保管庫、作業用機械

4,427,462 2,108,315

(株)市民タイムス撮影

乾燥機エリア

貯 木 場

貯木場

貯木場

【主な目標】①チップ品質基準の作成 ②熱利用モデルプランの作成

【取組状況】①チップ品質基準の作成を森のエネルギー研究所に委託（環境省委託事業） ②熱利用

モデルプラン作成検討会の実施（環境省委託事業）

安定供給

熱 利 用

施設整備

【主な目標】①用地造成に着手 ②製材・発電施設の整備に着手

【取組状況】①製材・発電施設整備補助金（融資）を6月補正予算に計上 ②10/3に都市計画法・森

林法の開発許可 ③10/3に木材製造高度化計画の認定 ④10/16用地の賃貸借契約締結 ⑤10/17起工

式の挙行 ⑥フローリング等内装材の開発、需要拡大に関する調査の実施（林野庁直接交付金事業）

【主な目標】①森林経営計画策定面積（累計）107千ha ②サプライチェーンセンター機能の構築

【取組状況】①林地の集約化による森林経営計画の策定 ②未利用木材生産システムの検証（アカマ

ツ被害材・広葉樹・林地残材） ③低コスト更新施業指針の策定に着手 ④サプライチェーンセン

ターの構築に向けた検討委員会の開催（6月・9月）、県森連・県木連・県納協による実務者会議の開

催（8月～2月） ⑤素材生産事業体39者への個別協力依頼 ⑥チップ生産者連絡会議の開催（12月）

工場製作含む

・計画策定

・開発許可

・資金計画

工場製作含む 試験稼働後 本格稼働

試験稼働後 本格稼働

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝｾﾝﾀｰの構築 需給情報の一元管理・低コスト安定供給

熱供給の一部開始


